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一、小山内家
　
小山内八千代
（一八八三
︱
一
九六二）
、のちに改姓して岡田八千代は数え年三歳の
とき、明治十八年
（一八八五）
二月二十六日に父親を亡くす。八千代は十二月三日
生まれなので、三歳といっても満年齢では一歳と二ヶ月。父の顔を覚えていようはずもなく、半生を振り返って八千代は「一生に 度、よその可愛がられてゐる娘さんのやうに、父親に甘へて見た と思ひます
）（
（
」と、父親の死がもっとも悲しい出来
事だと語っている。父小山内建
（玄洋、一八四八
︱
一
八八五）
はこのとき三十八歳、
勤務地の広島鎮台病院長から二日後には東京へ出立という日、連日送別会が催される中での突然の病死だった。父急逝の 、一家は時をおかずに東京麹町区富士見町一丁目二十六番地に移り住む。六つ違い 姉 二つ違いの兄、そして母親の四人家
族だった。姉禮子は美しい容貌ながらも知的障害があり、それがためか、かえって父にかわいがられた。逆に八千代が生まれた時は、父は「此子は一番容貌が悪い
）（
（
」
と言い、 八千代は文字どおり鼻をつままれたという。また兄薫
（一八八一
︱
一九二八）
は、すぐに癇癪を起しがちな気質で、八千代いわく、 「先天的の勉強家
）（
（
」で「明け
ても暮れても本を読んで居た
）（
（
」 。のちに二代目市川左團次
（一八八〇
︱
一
九四〇
と
共に自由劇場を創設し、近 演劇の革新 大きな功績を残したことはよく知られている。八千代は、兄の影響もあり、早くから文学に目覚めた。薫自身が森鷗外
（一
八六二
︱
一
九二二）
に目をかけられた一人だったが、最初兄妹は、鷗外の弟で劇評
家の三木竹二
（一八六七
︱
一
九〇八）
を通じて鷗外の知遇を得たようだ。しかし薫
にしてみれば、このときの鷗外と 出会いがなかっ な ば、八千代は「文学の人
）（
（
」とならずに済んだかもしれないと、後年語ることになる。兄としては、妹が文
学を志したが故にその後蒙ったさまざまな「社会的迫害
）（
（
」のことを思えば、多少悔
いる気持ちから出た言葉だったのだろう。　　　
二、二人の出会い
　
八千代は岡田三郎助
（一八六九
︱
一
九三九）
との結婚以前に、 「芹影
（女）
」のペン
ネームですでに演劇評論の世界で知ら 、小説も書き始め いた。　
そして、処女作品集として短篇集『門の草』が出版されたのが明治三十九年
（一
九〇六）
四月、数えで二十四歳となり、この年の十二月三十一日に八千代は三郎助
と結婚する。三郎助は数え年三十八歳。八千代は結婚後の、明治四十年代から大正年間を通じてが作家活動のもっとも充実した時代となった。 一方三郎助にお ても「美人画の代表作家
）（
（
」の評判を得る作品の数々を制作し、彼の代表作となる婦人像
を発表していくのがやはりこの明治四十年から十年余りの間であった。　
このことだけを見れば、二人の結婚は双方に っ 幸福をもたらしたように思わ
れる。が、はた そうであったのか。二人がそれぞれ残した作品 そのことの証しであ が、その一見華やかに見える結婚後 十数 間は時の経過と共に、八千代にとっては甚だ苦悩が深まっていく時代ともなり、八千代の作品は徐々にそ 苦悩を糧として生まれてくるように思われるのである。他方、岡田にあってはこの間、
︱︱
　美術と文学の哀しき出会い
　︱︱
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描く対象が、着物美人から裸婦へと拡がりを見せ、画題の変化を示すことになる。　
八千代の最初の長編小説『新緑』
（上巻）
は、 「小山内八千代」の筆名で明治三十
九年の結婚の年に出版されている。つぎに二冊目の長編小説『恐怖』が出版されたのが明治四十二年
（一九〇九）
のことで、筆名はすでに岡田八千代となっている。
この小説の内容は、主人公が白馬会研究所から美術学校に通う画家志望の若者であり、黒田清輝とおぼしき人物も登場するという、まさに岡田も創立会員であった洋画団体・白馬会がらみの内容となっていた。あらすじは、田舎から都会へ出てきた主人公の洋画家志望の若者と、その許嫁と噂される女性とが 都会の人間関係の中で翻弄される様子が描かれ、そこに主人公は都会の中の「恐怖」を感じ、画家になる志は折れ、最後に故郷に退くというも だが、この「都に対する恐怖」ということから小説の題名がとられていた。結婚後の八千代の小説には、このよう 美術家がしばしば登場するが、 『恐怖』はそうしたことが顕著で最も早い時期 作品 言えよう。ただしこの時点では、登場人物 一人に三郎助のイメージがそのまま重ねられることはなかったように思われる。　
八千代は、二人の結婚が「職業作家としての妻の自立を前提とした自由な芸術家
どうしの共同生活
）（
（
」との意識を持ち、結婚後も活発な作家活動を続け、 「二冊目の
長編小説『恐怖』が刊行された頃から、女流小説家興隆の〝潮流〟 も参加し、劇作家長谷川時雨とともにその牽引力ともいうべき存在
）9
（
」となっていく。こう
したときに執筆されたのが雑誌『中央公論』 特集「女流作家 拾篇」に選ばれた「絵の具箱」であり、八千代の短編を代表する作品として 大正元年
（一九一二）
の短篇作品集の表題にもなる。この年、戯曲の代表作「黄楊 櫛」 発表されるなど、八千代の作家活動は一つの頂点を迎えるが、その勢いは 同じ頃平塚らいて（一八八六
︱
一
九七一）
らが発刊した雑誌『青鞜』
（一九一一年）
に、与謝野晶子
（一
八七八
︱
一九四二）
、長谷川時雨
（一八七九
︱
一九四一）
らと共に賛助員に加わること
によって、 八千代は 新ら 女」 の先輩格として充実し 時代を迎えることになる。　　　
三、夫三郎助の献身
　
こうした結婚当初の状況の中で、三郎助はどのように「共同生活者」 片割れと
して、また「芸術家」としての活動を行っていったのか。 『日本近代文学大事典
　
第一巻』で岡田八千代を解説 た詩人・文芸評論家の野田宇太郎は、 「美しい新妻のあたたかい身辺のせわもなく、あいかわらず新妻の多忙な作家生活を傍観した当時の三郎助もよほど寛大な夫であったのだろう
）（（
（
」と述べているが、ここで「寛大な
夫」とされた三郎助は、妻八千代をモデルにして、その世話女房的 温かみのある雰囲気を醸し出した作品を描くことになる。それが、大正三年（一九一四）に第三回光風会展に出品され 《縫 とり》
（挿図
（）
である。八千代の兄薫が、妹の刺
繡と裁縫は相当な腕を持っていたと語るよう 、 「学問嫌ひ
）（（
（
」の八千代は、職業学
校で手芸の専門的な技量 身につけ いた。おそらく《縫いとり》のモデルが見せるポーズからは、八千代の日常生活のありふれた一こまを表現しながらも、制作動機としては、八千代が職業作家と て多忙 極める中、周りからは家庭を顧みないとの評判を得ていた妻の苦境 、世間に対 擁護す 意図が ようにも思われる。岡田の他の作品には見られ い画中の親和的な雰囲気は アトリエの一隅を満たす小物類の一つひとつ ゆき渡り、そこはまるで八千代 落着き場所で るかのようで、 穏和な家庭生活さえもが窺えようか 言いたく る作品 なっている。　
こうして妻をモデルに、三郎助としては稀有なテーマである室内画に取り組んだ
のも、当時、結婚七 八年目 なる頃 への世間 風当 りの厳しさが 挙に増幅していた感があったことが背景として考えられる。 《縫いとり》が制作 れ
挿図 （　岡田三郎助《縫いとり》（9（（ 年
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た前年、大正二年
（一九一三）
一月発行のＸ生なる人物による『新らしき女』は、
当世女性評判記とでも言うべき本で、 岡田八千代の章は、 その冒頭に 「八千代さんは、このごろ、大そうオトナシクなつた」と 八千代の友だちの間で噂していることから書き始められていた。これは、八千代と同世代の田村俊子
（一八八四
︱
一九四五）
や長谷川時雨につい の同書の論じ方とは少々異なっている。 『新らしき女』の八千代の項から引用する。
　
八千代女史は三郎助氏の恋女房である。 『奥さま天下』なのは、自然なこと
である。寧ろ、女史が良
りやう
人じん
を尻にしくといふよりも、良人が女子の尻の下へ行
つたのである。閨秀劇評家芹
きんえいじよ
影女としての夫人が、シバヰの帰
かへり
途でも遅くなる
と、三郎助氏はワザワザ途中まで迎へに行く、雨でもふれば、傘とアシダとを抱へて行く。この嘘らしい事実こそ三郎助氏が甘んじて『しかれ』た証拠ではないか。また女史が他所へ行く時には、 自ら簞笥の鍵を外して、頭から脚の爪さきまで、すつかり揃へたものである。　
芸者を母とした女史が、当然もつべき着道楽と食道楽のために、三郎助氏は
神聖なブラシとエノグとで呉服店の画
ゑ
ビラを描
か
いた。我が岡田三郎助の芸術を
亡ぼすものは、新夫人八千代子だ！
　なんてイキ捲いたものもあつたとやらだ
が、近頃はそれほどでも無くなつた　
これをオトナシクなつたといふのであらう
）（（
（
。
　
これらのエピソードは、結婚後七年目となる頃に書かれたものだが、三郎助の八
千代に対する献身はかなり有名な話であったようで、この『新らしき女』よりも半年早い明治四十五年
（一九一二）
七月発行の森田太三郎著・画の人物風刺漫画『名
流漫画』には、 「岡田八千代女史の敷き振り」と題して、 「亭主たる三郎助氏の製作に対して干渉する人で有る……夜二時頃演劇帰りが淋しいからと亭主を電車道迄迎ひに来させる人で有 ……
）（（
（
」とこちらは噂とされるも同様のことが話題になってい
る。　
さらにもう一人、ガラス工芸作家で三郎助の教えを受けた岩田藤七
（一八九三
︱
一九八〇）
は、岡田ら美術家たちが移り住んでいた下渋谷伊達跡の美術村について
述べた中で、
　
市電は天現寺まで、雨の降る夜は先生は八千代夫人の傘をもつて出迎へに行
かれたと、フェミニストの伝説のやうに伝へられてゐた。
（中略）
坂下に住む
北
〔蓮蔵＝引用者註〕
さんは、あれはほんとだつたよ、雨の降る夜は天現寺の
車庫の処に岡田君は立つてゐたよ、と言はれた
）（（
（
。
と、岡田の家からは坂下に住み、おそらく岡田が天現寺の電停へと坂を下って行くさまを北蓮蔵は実際に見かけたことがあったのだろう。こうしたことは三郎助の近隣に住む仲間内で 周知のことであり、あらためて『新らしき女』の中で「嘘らしい事実」として披露されていた が、実際ちょ と驚くよ な事実であったことを知り得るのである。　　　
四、妻八千代の風評
　
作家で編集者の森まゆみ氏は平成十六年に「大正快女伝」で、三上於菟吉の妻長
谷川時雨、富本憲吉の妻一枝らと同じように、 「芸術家 る夫を持 とき苦闘を強いられている
）（（
（
」女性作家の一人として八千代を取り上げ、先に引用した野田宇
太郎が評した三郎助の「寛大な夫」としての役回りにつ ても、それが「当時の男性の一般的な見方であろうが、そういう雰囲気が女性の表現者を苦しめたのである
）（（
（
」と八千代を弁護する。とは言えまさに八千代が生きた時代、彼女はとりわけ三
郎助の周囲 人々、なかでも水上瀧太郎
（一八八七
︱
一九四〇）
や和田三造
（一八八
三︱一九六七）
らからは、 「悪妻の代表
）（（
（
」とまで言われていた。
　
このような芳しくない印象をもたらすことになった八千代の気性についてはま
た、多くのことが語られている。九九九会は泉鏡花を囲む会であったが、岡田は第一回から主賓同然に参加し、八千代も時には同席した。 の会の世話人であった水上瀧太郎は 八千代の小説を論じた中で「想ふに岡田夫人は意地つ張りの我儘者であらう
）（（
（
」と失礼を承知とことわりつつも述べている。
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当時文壇においては、八千代は親友の長谷川時雨と比較されることが多く、小山
内薫の薫陶を受けた圓地文子
（一九〇五
︱
一
九八六）
なども二人を比べて、八千代
と時雨を同じく江戸っ子としながらも、八千代に対してはいくぶん厳しい言葉を残している。 「同じ江戸つ子でも長谷川時雨女史が、誰れにでも人当りのいい姉御気質だつたのと対象
（ママ）
的に八千代女史は他人に愛嬌を見せることのない、どちらかとい
ふと権高な気質に見えた
）（（
（
」 。しかしその一方において、 「日本の女の人々は威厳のあ
る美しさを持 人が尠いが、八千代女史はその尠い中の一人であられたと思ふ」とも述べており、明治・大正 香り 纏 時代を代表する女性作家の一人としての評価を与え いた。　
では当事者である三郎助自身は、こうした「権高」とも形容された八千代につい
てどのように思っていたの ろうか。それは 岡田のもっ も身近に居たる岩田藤七の証言によって知ることができる。　「妻
さい
は強情でね
）（（
（
」と八千代について三郎助が漏らしたたった一言の言葉。この言
葉によって、それまで妻八千代の行動についての批判や、また愚痴一つ言わなかったという三郎助の八千代に対する心情を垣間見ることができる。ちなみに、 岩田は、三郎助からガラス工芸作家へ 道をアドバイスされ になるが、夫妻を知る者として、八千代については「八千代女史は忍ぶ力がなかつた 東京人らしい、下町らしい率直さがあつた
）（（
（
」と言い、 さらに二人について「全く御夫妻とも一方は佐賀、
一方は東京の山の手育ちで下町風、芯が強いレジスタンス かたまりであつ 」と語り、二人が共に相似た性格の持ち主であったこ 紹介 ている。 互いに似た性格の強さ 、時 磁石の同じ極のように反発しあったと見るものなのか。実際はお互いのこらえ性 一方において途切れたとき、二人が別居 う形をとらざを得なかった ではあるのだが。　　　
五、夫妻の関係

結婚から別居へ
　
三郎助と八千代が別居に至るまでの二人の関係はどうであったのかというと、そ
もそもは三郎助が、結婚の当初か 八千代に対して「ご執心」だったよう 、明治四十五年
（一九一二）
の『名流漫画』の岡田三郎助の項は、 「同
どうじんかん
人間でも有名な妻
さい
ノ
ロジー
）（（
（
」とある。 「妻ノロジー」は当時の和洋折衷の新しい言葉の一つであり、妻
を大事にするとか、女房に甘いといったような意味とされ、大正五年には紫雲山人の手になる「妻ノロジー」を題名にした小説も出版されたほどだった。　
こうした言葉からも、八千代が先述の「奥さま天下」であることは、三郎助の仲
間たちには明白 事柄であり、おそらくそれが めに、三郎助にひいき目の人々からは、八千代に対する厳しい言葉となって現れてきたのではなかっただろうか。そしてそのことがあけすけに紹介されていたのが、 先に挙げ Ｘ生 る人物による 『新らしき女』だったのである。　
こうして尻に敷かれていたとも揶揄された三郎助であるが、大正七年
（一九一八）
発行の『作品が語る作家の悶』において、画見博士なる著者は、二人の結婚は、偶然出会った三郎助に八千代が恋をしたのが始まりであったと述べている
）（（
（
。しかしこ
こでは、二人 出会い ついては、八千代自身の回想に従 てよいのではないかと考える。すなわち、昭和二十三年
（一九四八）
十二月の『文芸評論』掲載の八千代
の文章「鷗外先生のお母様」にその間の事情が説明されてい 。それに れば、縁談の話は初め の母峰子か の話であった いう。そこから八千代の兄薫と鷗外の母峰子との間で話が進んでいき、八千代 言葉によれば八千代自身は「結婚 言ふ事がほんとに能く分つてゐなかつたので決心しかねて
）（（
（
」いたところ、鷗外の母か
ら「嫌だつたら帰つて来れば好いの すよなどとさつぱり言は 」ので 初めは一年くらい付き合ってからということだ のが、急に式を挙げるということになったのだ、と言う。八千代が死去した年に八千代特集を組ん 雑誌『文学散歩』年譜によれば 「明治三十九年十二月三十一日、森鷗外 世話で、三宅克己夫妻の媒酌で結婚
）（（
（
」とある。まさに大晦日の日、数えの年を重ねる直前の祝宴であった。
　
八千代は結婚してから十年ほどの明治四十年代から大正時代にかけてが、作家活
動のもっとも充実した時代となったことはすでに述べた。繰り返す らば、結婚の年には、短編集『門の草』
（明治三十九年四月）
を出版する。それ以前は劇評を多く
手掛け、芹影の筆名で知られるように ており、当時、長谷川時雨、そして森真如
（鷗外の弟三木竹二の妻久子）
と共に「明治後期の三大閨秀劇評家としてジャーナ
リズムの表面に押し出され
）（（
（
」るようになっていた。また、この時代の八千代につい
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て、長谷川時雨の妹で画家の長谷川春子
（一八九五
︱
一九六七）
は、
　〔芹影女史の＝引用者註〕
ふさふさとした黒髪を個性のある束髪にして白粉気
なく色白く肌こまやかに肉体豊かに

然しさつぱりと肉感が品高く、イン
テリでハイカラで、フランス帰りの大家岡田三郎助画伯の、いかにも最愛の夫人の貫禄 ある
）（（
（
。
と子供心に目を見はったことが記されている。　
しかしこうした似合いの夫婦時代は長くは続かず、のちに出版人として八千代に
関わった大場白水郎
（一八九〇
︱
一九六二）
は、
　〔八千代は＝引用者註〕
岡田家の人となつてからは経済的にかなり苦しい時を
過したやうで、芸術家肌の岡田画伯は家政についてはあまり関心をもたれなかつたら く、加へて、画伯の実兄のためにお金の保証をして、連判でもあつたか、とにかくその責任を背負はされ、そのすべてが夫人である八千代さんの肩にか つてきた、といふ話 きいてゐます。遂に家政苦より逃れんとしてその後の行動は初
（ママ）
まつたといつてもいいでせう
）（（
（
。
と夫婦間の金銭的な苦労が、その後の八千代の行動の原因であったかのように語られている。　
兄薫は、こうした八千代の結婚生活上の実情も知った上で、大正元年
（一九一二）
十二月に出版された八千代の短篇作品集『絵の具箱』に寄せた序文
）（（
（
において、そう
した岡田家の諸事情にも触れながら、小説家としての八千代の結婚について述べていた。　
それによれば、はじめに学問嫌いの少女が小説を書き始めたことの驚きと、妹が
小説家になるための兄の厳し 手ほどきが述べられ、つぎに妹が結婚することへ喜びが語られる。その喜び 感情には、 が結婚後は小説を断念するだろうの期待が含まれ、 「日本では 『細君』 と 『小説家』 の兼業」 が難しいことが述べられる。
しかしその後知ることになる妹の境遇、すなわち三郎助の筆無精とそのための一切の代筆。さらに家事や財政上のことにも触れ、本来とても小説などを書いておられる状況ではないとしながらも、 「妹の亭主の画家」は、自分が「一字も字を書かない程、絵を書くのが好き やうに

人が物を書くのを喜」ぶ人であり、それな
らば、兄としても妹が「閑のある限りは筆を執るのも好からう」との気持ちに なり、またそう妹に伝えもしたと言う。しかしそ 結果は、 「心配した通り、妹に幾多の社会的迫害を齎らしたやう」だと妹を案じるような事態となる。薫がこうしたことを詳らかにした理由は、薫自身がそこで述べているよう 、この一巻の短編集ができるまでには、 ろいろと妹も苦んだ、 い を読者に伝えることであった。妹八千代の苦しみは 三郎助 妻と て、世間か 悪 ざまに言われ、誤解も受けていることから来てい 。しか 、そのことがやがて二人が別居した、というよりも一方的に が家を出るに至った原因 するには十分とは言えないように思われる。　
彼らの関係は、初めは一方の妻が他方の意向を汲み、夫の日常の生活に寄り添っ
て世事をこなしていこうとすることが根底 あって、そこでは わば代筆者の妻の美しい文字が、他方の夫の「金釘流
）（（
（
」の文字を隠してしまう代わりに、その代償と
して、代筆者となった妻 気持ちの奥底にさまざ な葛藤が膨らん く ので った。おそらくは八千代が別居を決心す に至るには 八千代の内面にこう 満たされない感情が沈殿し、しだいに淀みとなっていく 従い息苦しさを感じるよ になったことがあったのではない ろうか。　　　
六、八千代の小説世界
　
最近、その間の八千代の気持ちを窺い知ることができる短篇の小説原稿があるこ
とを知った。 「溝
どぶ
の水」と題されたその原稿は、掲載誌が不明
）（（
（
であり、未発表の可
能性もあるが、それだけに一層、八千代 心の奥底を知 手掛かり なる資料と思われる。　
四百字詰め原稿用紙十四枚に書かれた短篇小説であり、登場人物 主人公範
のり
子こ
とその夫の画家、夫の友人でこれも画家と思われる柳瀬ともう一人三千世という夫
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の女弟子の以上四人である。舞台は夫のアトリエで、範子を除いた三人が、イーゼルに架けられた柳瀬の絵を前にして、絵の内容について話している。そこに主
あるじ
人の
言いつけでお菓 を持ってアトリエに入ってきたのが主人の妻 。範子はその場の雰囲気から仲間外 にされ いるよう 感じる。
（以下、 未発表原稿と思われるため、
引用としては長くなるが全体の五分 三ほどの後半部分を掲載する。なお 原文の改行は段落単位で文章を繫げ、抹消文字 つい は左傍らに〃を付した）
（前略）　「おい、来ないか。 」　茶が来ると主人は直きに範子を呼んで呉れたけれど、範子は一所に其処へ座
る気はしなかつた。範子にはかうして一人離れて、自分勝手に柳瀬と三千世とを恋中のやうにでも想像して独りでいろ〳〵の影絵を作つて見る方が面白かつた。　
然し又一方にはさうした自分の我が侭が良
をつと
夫に済まなかつた。良夫の無頓着
は良夫の性質である、其性質に合して行くのが、女房の勤めでなければならぬ筈なのである。まして良夫に他意のないのは範子にも能く分つてゐた。けれども此頃の範子には其堪え情が失く つてゐた。結婚してから全五年、範子は一心に良夫の無頓着を心にかけまいかけまいと考へながら毎日を暮して来た。そして其無頓着さ 奥の良夫の愛を自分一人で、大きな立派な優し ものと考へ〳〵働いて来た。しかしそれがどうやら此頃では範子には危なく考へられて来た。そして、範子は少 労れて来 、範子は何処かに椅りかゝる所が慾 くなつた。それには範子の良夫はあまりに藝術家に過ぎて居た。範子 良夫 パレツトとブラシさへあれば毎日が暮して行ける人 つた。し し に では不足であつた。もの足らなかつた淋 かつ
　
その後、アトリエの三人の話の続きに範子も加わるが、主人からの茶の催促によ
って、範子と八千世との間で交わされていた気の置けない会話も切り上げられることになる。
　
三千世の顔はもう冷やかに澄してゐた。範子も切角、話の口のほぐれた處を
又かう命
いひつ
令けられて何となく自分を邪魔にされるやうな、そんな気持で画室を
出た。そして又めいつた顔で廊下を歩いた。空は青く晴れてゐた。名も知らぬ鳥も鳴いてゐる。森の梢を明るく赤い日が映
さ
してゐる。
　「何の為めに。 」　範子には此頃時々鳥影のさすやうにチろりとこんな考への浮ぶ時があつた。
　「夫婦である故に。 」　妻〃
は何処までも良夫に服従しなければならぬものか。其
〃
答えはいつも範子
　
妻〃
は何処までも良夫に服従しなければならぬ。妻
〃
は良夫の犠牲である、妻
〃
は良
夫〃
を支へ
　
なんだかそんな事の為めに何も彼もを縛られてゐる な自分が嫌であっ
た。そしてそん妻
〃
は何処までも良夫に服従な事を思ふ自分を恐ろしいやうにも
思つ 自分はどうかしてゐるのかと思ふやうなこともあつた。　「自分は何か求めてゐるのであらうか。 」　こんなことを思ふこともあつた。けれども、其処に んにもしつかりと握る
ものは無かつた。　
たゞ便りたい漠然 した『良夫の愛』とそ やうなものに包まれて毎日を過
す『妻』の生活が馬鹿々々しいやうに思はれる日もあつた。　
殊に此五年間範子が良夫に忠実に仕へて来た報酬は、良夫の藝術家である名
前の高くなると共に自分の生活の賎 められたことよりしかないのである。いつも範子の良夫の名前 出る所へは範子の名も出 、そ 夫
それ
は良夫に引替え
て其妻の妻らしからぬ行為 発表であつた。範子は良夫の名前を称
たゝ
へられる度
毎に、良夫 顔を潰してゆく女として評判された。範子は良夫の収入の全部を三越と芝居見物とに果すと言はれた。範子は良夫の自由を束縛して、自分 権利をほしい侭に主張するとも言はれた。範子は袖さへ引けば靡く女だ も言はれた。範子は五色の酒を呑む、範子 役者を買ふ、範子は

範子は

範
子は

　
果ては範子自身でさへも、さうなのかと信じ度い程、其記事は誠らしくそし
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て又大
おほけつさ
仰天に書き立てられた。しかし範子自身としてはまだ〳〵其言
いいひら
開きは出
来なかつた。成程、範子は芝居へ能く行つた。そして役者の幾人にも知合があつた。又良夫の収入の消えるところもあつた。出入の諸商人にさへ三月 四月も拂へぬことさへあつた。其上、 物を預けて借りる方法さへ取つた事もあつた。そして其金はみんな秘かに範子の手から或者の手へ渡された。そしてそれはみんな只遣る金であつた。然しそれは三越でも無かつた。又芝居茶屋でも無かつた。そして範子が度々芝居へ行き役者に知合のあるのは、範子が少しでも収入の足にと思つ 匿名で或る新聞社へ劇評を書くからであつた。そしてさう た僅かな収入をも慾する位金の入るのは良夫が親友の為めに借り 古い借財の為めであつた。　
範子は良夫の為めに悪い妻そして、良夫の友達から絶交を受けた事さへもあ
つた。そんな悲しい思出にも、いつも範子の良夫は範子に事
じり
理の分つた正しい
尊い良夫であつた。然し今は
　
　結婚して五年間の範子はあんまり其良夫を
自由に育て過ぎた、藝術家として完全に仕立て過ぎた で なからうか。　
労れて来た範子が縋らうとする良夫はあまりにパレットに親しみ過ぎる人で
あつた。そして範子が受けた報酬は 依然として良夫に釣り合はぬ放埓な妻といふ名と、そして餲
かは
いた咽
のど
喉である。
　
見み
界さか
いが無くなつたら恐いものである。範子は溝
どぶ
の水をも呑むかも知れぬの
である。
（六年十二月）
　
この小説の中で、範子に担わされていたのは八千代自身の包み隠しのない姿であ
り、そこには八千代の心が投影されていた。三郎助の妻として、八千代の思いが容赦なくさらけ出されていた。 原稿用紙の最後に記された日付は 「六年十二月」 である。本文中に見える「結婚し から全五年」は、八千代の年譜に照らせば、大正元年頃となり、これまで見たように、八千代に対する世間の風当たりが強まっていた頃になる。そこからさらに五年が過ぎ 、大正六
（一九一七）
一月、二番目の短篇集
『八千代集』を出版する。 「溝の水」に記された日付の「六年十二月」はおそらく『八千代集』出版と同じ年の大正六年十二月と考えられる。つまりこの『八千代集』発
刊の頃に「溝の水」が書き上げられたことになる。一方その『八千代集』の序文には「鳥 なげき」という詩が掲載されているが、 「都の鳥が唐
たう
土ど
に渡り、都恋しと
泣く」という恐らくは八千代の今の境遇を唄うなど、自身 心 さいなまれていくのを嘆 ような旋律が基調となっている。なかでもこの短編集において題名からしてもさもありなんと思わせる「余計者」などは、先に紹介した短篇「溝の水」のアトリエにおいて範子が感じた疎外感に通じるような人物描写 見られる。 「余計者」の書き出し は、 「勉強ずきのおとなし 兄と、少し知恵の遅れた美しい姉とを持つたゞけに、 学校嫌ひのみにくい朝子は、 無闇に母 癇癪の的に つて居た」 とある。ここでの朝子も八千代自身であり、小説の中では、そ 朝子が今まさ 夫に断ることなく家を出てきたのである。そして朝子は兄のも へ「もう一度 あたしをあなたの妹にしてください」と手紙 書き送る。ま 同時に朝子は、夫と 別の年下の妻ある男に思いを寄せ ることが語られる。八千代の年譜では、大正十四年
（一
九二五）
に別居を決意し、 翌年六月に「もう伊達町の岡田へは帰らない」と家を出る。
しかし小説「余計者」に見るよう 岡田の家を出 こと 意思 すでに「余計者」が執筆された大正四、五頃 は八千代の心を占めていた 思われる。八千代は自らの行く末として思い描く姿を、小説「余計者」の中でいわば疑似体験していたのである。さらに作中で朝子は、思いを寄せる男に夫について語る。
　
あたしはね、少しもあたしの良夫を嫌つて家を出たんぢやありませんよ。あ
の人はあたしには勿体ないほど立派な人なんです

事によると立派すぎる
のかもしれませんね

けどね、どうしてもあたしは夫婦なんて事が厭にな
つてしまつたんです。あたしの良人は、それは〳〵あたしをよくしてくれますのよ。けどねあ しはどうしても、あの人のおかみさ ゐる事がいやになつてしまひましたの、それ ね、 なたと ふ方がゐ くても よ。
　
八千代の小説世界はどこまでも三郎助との生活を反映したものとなっている。今
ここに語られていることもまた、八千代が昭和三十年
（一九五五）
五月二十九日に、
自分の肖像画《支那絹の前》
（挿図
（）
について『日本経済新聞』において語った
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心情に通じる同じ思いであった。そこでは八千代は、
　
私はそのころ、人の細君業がいやになつていた時でした。描く人の無心な芸
にひたりこんだ心が、私に映らなかったともいえましょう。描く人の心は仏様でも描くつもりなのでしょうが、描かれる方のこっちには多分、鬼ではないまでも何か迷いがあった 。それが自然に表われて悲 い顔になったではない しょうか。
（中略）
人に譲った後、私は見たくない悲しい顔を見な
いですむようになりましたが、時にはまたあの絵を見て、私の心の鬼を追いたいとも思います
）（（
（
。
と語っていた。　《支那絹の前》は大正九年
（一九二〇）
に描かれている。このとき夫婦は別居して
はいない。しかし「余計者」や、 また「溝の水」に見るように、 大正五年前後には、八千代は、水上瀧太郎の言葉を借りれば、 「何処かに捨鉢を喜ぶ傾向
）（（
（
」が認められ、
「要するに一切の事になぐさまぬ心」が八千代の行動を支配するようになっていた。そのなぐさまぬ心がゆえに、八千代は世を捨鉢の気まぐれの人と なされ ように
なっていくのである。　
それに数年先立つ明治四十三年
（一九一〇）
、結婚四年目となる頃、八千代は、 「画
家の無為 一日
）（（
（
」を題材に「画室の一雰囲気」を写し出した短篇「絵の具箱」を『中
央公論』誌上に発表する。そこに登場する三人は岡田三郎助と岩村透、そして和田三造とおぼしき人物が当てられているようであり、岡田が住んでいた下渋谷村伊達跡の美術村という、八千代の身辺に取材した作品として、 夫妻の平穏な日々から生まれた日常スケッチ風な小説となっ た。　
こうした結婚間もない頃ののんびりとした生活の中で、八千代は、画家の夫が筆
を運ぶ姿を見ていれば、 「綺麗なものが眼の前に形を成して らはれて来る
）（（
（
」のは
楽しみであり、文筆家の「ただ徒らに、何にもな ぬ原稿の反故を積むよりは」 、どれくらいかおもしろいと当時雑誌に語ることもあった。結婚当初は、 「自分の夫が結婚前と結婚後とにおい 趣味のだ落を見ぬやう したいと考へ り、
（中略）
自由な心を続かせたい 考へたり
）（（
（
」 、夫三郎助のために隠れた努力をしてきたつも
りであったと語る。しかし世間からは悪い妻 しか扱かわれず、やがて夫を支え画家を羨ましく思う気持ちは失せ、今の自分は 溝の水」さえ飲むかもしれぬほど渇いた心となっていく、と訴えるこ となる。しかしそ 訴えは世間はもとより三郎助にも届くことなく、八千代は三郎助から離れ いくこ を決心する。　
題名となった「溝の水」とは、おそらく岡田のアトリエの庭にあった小用を足す
水溜りのことだったか も思われる。八千代は昭和二十六年
（一九五一）
七月のＮ
ＨＫラジオ「お休みの前に」で「ざりがに」と題したエッセイで の水溜りに触れ、Ｏ
（おー）
さんの庭にあるそれを「溝の水」と呼んでいる。八千代の小説で、アル
ファベットの「Ｏ
（おー）
さん」で呼ばれるのは、夫三郎助に限られている。岡田
夫妻にとって、 「溝の水」 いうのは、ある は二人 かわ 禁断 水であったのだろうか。　
こうして八千代の喉の渇きは癒えることなく、溝の水さえも飲むかという思いに
至ったとき、良き伴侶となるべき三郎 は八千代の心の裡
うち
を知ることなく、 《支那
絹の前》 を描く人 ように、 「無心な芸 ひ り んだ心」 で 「仏様 も描くつもり」のようだったのだ。結婚して五 六年後の明治末年頃から大正時代にかけて、八千
挿図 （　岡田三郎助《支那絹の前》（9（0 年　高島屋史料
館所蔵
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代に対する世間の風当たりが強まっていた。岡田がこのとき新たな制作テーマとして取り組み始めたのが裸婦像であった。それまでは「現実 婦人を描くのに没頭してゐた画家は、こゝに始めてコラン風の空想的な裸女を取扱った
）（（
（
」 。ここで取り上
げられているの 大正三年 《たそがれ時
（海辺裸婦）
》であるが、 裸体画の制作は、
三郎助にとって、裸婦モデルの介在が一つのきっかけであっただろうし、また、画題としての裸婦像の選択には、アカデミズムの中心的作家としての矜持もあったであろう
）（（
（
。
　　　
七、三郎助の絵画世界
　
ここに一枚の写真
（挿図
（）
がある。 「画室に於る岡田画伯と夫人」と題され、
明治四十四年
（一九一一）
十一月号の 『婦人画報』 第六二号に掲載されたものである。
この写真の中で八千代夫人は、 イーゼルに架けられた裸婦像を見届ける 情である。三郎助にとってのみならず八千代にとってもこ 後ろ向きの日本婦人を描いた裸婦像は、如何 も記念碑的 作品に思われる。ほぼ同じ頃 撮られ もう一枚の写真（挿図
（）
にも、正面を向く三郎助の背後には同じ裸婦像が据えられるなど、この
裸婦作品に対する三郎助の特別の思いを想像し得　
写真の中心に位置する後ろ向きの裸婦像は、明治四十四年
（一九一一）
、第五回
文展に出品された《浴場にて》
（挿図
（）
である。この作品は、明治三十六年
（一九
〇三）
第八回白馬会展出品の《花の香》以来、本格的に裸婦制作に取り組んだ最初
の作品であり、これを皮切りに、 《偶成》
（明治四十五年、第六回文展）
、 《髪梳き》
（大
正二年、第一回国民美術協会展）
、 《たそがれ時
（海辺裸婦）
》（大正三年、第八回文展）
、
《水浴の前》
（大正五年、第十回文展）
、 《花野》
（大正六年、第十一回文展）
と裸婦の代
挿図 （　「画室に於る岡田画伯と夫人」『婦人画報』
第 （（ 号（（9（（ 年 （（ 月）より
挿図 （　岡田三郎助《浴場にて》（9（（ 年
挿図 （　「画室にて」『画人岡田三郎助』（（9（（ 年 （（
月）より
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表作を立て続けに発表する。ここであらためて、現在は所在不明の《浴場にて》に立ち返るならば、日本婦人をモデルに、浴場を場面に設定した裸婦像は、浮世絵美人画に繫が 裸体表現と言える。そこに岡田は、西洋美術の伝統的な裸体表現を学んだ者として裸婦像の新たな出発点 求めた。そして明治四十四年の自宅アトリエの写真は、いわばこの作品制作の由来を現したものであり、この写真には洋画家岡田が西洋美術から学んだ裸婦像の系譜が写し込まれていたのである。　
アトリエの背後の壁には、岡田がフランス留学を終え、帰国直後の第七回白馬
会展
（一九〇二年）
および第五回内国勧業博覧会
（一九〇三年）
に出品した後ろ向き
の裸婦《初夏》
（挿図
（）
が、縦長の画面に片膝をやや曲げコントラポストの姿勢
で描かれていた。そ 上の段には西洋婦人 モデル した坐裸婦《少婦》
（挿図
（）
が掲げられ、この作品も《初夏》と同じ二つ 展覧会に出品されてい 。まさに留学の成果となる代表作二点であった。さ に気づかされることは、写真左端に掲示されている小さ 後ろ向きの画像である シラクーサ アフロディテ
（ランドリー
ナのヴィーナス、紀元前二世紀、パオロオルシ考古学博物館所蔵）
の写真図版で、 『美
術新論』の三郎助の談話記事「人体美私観
）（（
（
」の見開き頁にもこの後ろ向きの大理石
像が図版掲載されるなど、岡田の裸婦像にとって手本 なるべき 品だっ である。　《浴場にて》の八年前に描かれた《花の香》は、日本人の裸婦二人を向かい合うように立たせているが、習作では一人は西洋人の姿と見て取れ こ から、帰国直後の三郎助は当初、和洋の文化的折衷を意図したある一つの 念を裸婦像に託し象
徴的に表現しようとしていたと思われる。 《浴場にて》はその《花の香》から八年後に描かれ、前述のように一連の裸婦像がその後引き続いて描かれることになる。《花の香》後の裸婦作品として満を持して描かれた裸婦像が置かれたアトリエは、雑誌の挿入写真の説明に「揮毫中の光景」とある。 《浴場にて》を中央に、背後は三郎助 裸婦像の軌跡が示され、イーゼルの下段には、完成作に繫がる習作と他の裸婦習作が立てかけら て、まるでこの写真自体あるい アトリエ全体 、岡田の記念碑的とも言える裸婦像制作に至 経緯 解き明かしになっているようなのである。　
その写真の中で横向きに撮られた画家と傍らに佇む八千代の存在は何を意味して
いたのだろうか。写真説明には「夫人にして 閨秀作家として有名なる八千代女史なり」 とあり、 裸婦モデルへの言及はないが、 俳優 東山千栄子
（一八九〇
︱
一九八〇）
は、八千代の思い出を語る中で、 「私はかねがね、三郎助 んは八千代さんをモデルとしてヌードをお描きにな ということを伺っていました
）（（
（
」という興味ある一文
を残している。しかし話の内容自体は伝聞のようであり、他にまったく 記載に関連するような資料が現れないことから、東山 談話の信憑性は留保すべきも であり、八千代のモデル説はなお一考 要するものと考える
）（（
（
。むしろ明治末年に三郎
挿図 （　岡田三郎助《初夏》（90（ 年
『第五回内国勧業博覧会美術館出品
図録』（（90（ 年 （ 月）より
挿図 （　岡田三郎助《少婦》（90（ 年　『第五回内国勧業
博覧会美術館出品図録』（（90（ 年 （ 月）より
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助が使用したモデルとしては、明治四十四年
（一九一一）
十一月三日に急死した岡
田みどり
(（（
(
が考えられる。みどりの死去については、八千代が「黒き陰
）（（
（
」で取り上げ
ているが、 「肥つ 色の白い美しい女」であったという。また明治四十三年、第四回文展に出品された岡田の《くもり》はみどりをモデルとし、その日本髪の漆黒の色合いを浮き立たせていた。 ちに八千代が、 「美しいモデルの生命は短かいやうでございます。
（中略）
又死ぬのも大分あります。あの職業は身体の弱い者には適
してないのかも知れません
）（（
（
」と書いたとき、みどりの記憶が蘇っていたのかも知れ
ない。 『婦人画報』掲載の写真は、会心 モデルを得て 満足の作品を仕上げ、その周囲を飾る作品や図版と共にま に揃い踏みの場面であったのだ。こうして《浴場にて》は、それに続く裸体表現 先陣を切る作品として、八千代はそ 制作の場に立ち会っていたよう 思われるのである。　　　
八、二人の総括
　
最後に八千代の自殺未遂について触れておきたい。昭和九年
（一九三四）
十月九日、
『東京朝日新聞』に八千代の自殺未遂の記事が大きく掲載された。それに先立つ昭和五年
（一九三〇）
四月、年譜によれば別居中の三郎助と八千代は和解が成り、二
人して神戸港からパリへ発つ。しかしこの束の間のパリで 滞在も夫妻は別々 住まいを借りている。その後三郎助は、八千代をパリ 残し東欧を巡って十一月、一人日本に帰国する。八千代は演劇研究などのためにそ まま に残り、四年後の昭和九年に帰国の途に就く 船中での出来事がこの八千代自殺未遂の記事となった。十日後の十月二十日の同新聞では、神戸 入港した後の記者会見の記事 よって、自殺未遂を八千代は否定することになるのだが、どうやらそうした記事 なった八千代の心の不安定さを思わせ 事態は生じていたようだ。　
この自殺未遂の報道記事の中に和田三造の談話が載せられていた。和田は三郎助
のもっとも身近にいた画家の一人である。 「とう
〳〵
やりましたか、併し、どうせ
やるならパリでやればよかつたですな
）（（
（
」で始まる和田のきわめて辛辣な文章は、続
いて「私達は三郎助氏が大好きで自然 夫人 好意をもちかねる ですが、それにし も八千代といふ女は不埒ですよ」とあまりにもストレートで刺々しい物言
いである。この記事に対して、八千代は文章を生業にしている作家として、最初に自殺未遂の記事が『東京朝日新聞』に掲載されてから二十日後の十一月一日の『読売新聞』に、 「和田三造氏に与ふ」と題して五回連載の反論を投稿した。八千代短編小説「絵の具箱」において、重要な役回りの登場人物 モデルとなっ 和田三造に対して、裏切られたという気持ちがあったからであろうか。八千代は切々としかし理路整然と訴える。　
この中で興味深いのは、三郎助との関わりに触れた箇所であるが、それは、これ
まで別居とされてきたことが、じつは結婚後の早い時点で夫婦間の問題が生じ、八千代の心中には離婚についての考えがすで 芽生えて たということ。八千代と三郎助は現実には別居というか ちをとることになったが 逆に別居という苦しさの中に八千代はいたのだということをあらためて知らされる。 そしてこ した苦悩は、八千代の場合 、多く 小説のかたちで純化され いくが、三郎助は、八千代を写した作品においてのみ寡黙な証言として留め置くことになるのだった。八千代の言葉として、
　
私達夫婦の問題は巴里行から始まつたのではありません、廿年前からの問題
です、私は勿論前にも申上げたやうに日本に帰りたくなかつた、あの無責任な批判の中へ、 名義だけの形式生活と云ふ桎梏の中へ戻りたくはなかつたのです、もつと強くなり 総ての殻を脱ぎ捨てゝからでなくては帰るまいと決心してゐたのです
）（（
（
。
　
この文中にある二十年前とは、大正三年
（一九一四）
頃である。結婚後八年目、
まさに八千代が文学的絶頂にあり、 「新らしき女」と見なされた時代であり、 のときに三郎助の《縫いとり》が描かれていた。三郎助が八千代 自殺未遂の報を受けて記者 語った言葉は、 「画伯の驚愕」 との見出しの割にはそっけない。 る は、先述の「溝の水」にあるように「無頓着」と言うべきか。
　
家内が自殺を計りましたつて……さうですか、私の方へはまだ何にも通知が
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ありません、四年前一緒に行つて残つていろんな勉強をしたいといふから残して来たのです。
（中略）
私は非常な筆無精で手紙なんか用件の外は絶対に出さ
ないのでパリ どういふ生活をしてゐたかよく分らないのです
）（（
（
。
　
三郎助晩年の婦人像は、八千代帰国の翌年、昭和十年頃から一人の女性を専属的
に描いている。モデルとなったのは北村久子
（本名久、一九一五
︱
一
九八八）
で、裸
婦像 も描かれ、そのふくよかな肢体 《浴場にて》のモデルに似る。なかでも旧李王家に所蔵されていた昭和十年十月の年記を持つ《裸婦》は代表作と言える。さらに同年十二月に た《後ろ向きの裸婦》
（挿図
（）
は赤い
00
ビロードのような
布を背景に岡田作品としては色遣いが他に例を見ないほど鮮烈である。三郎助の葉の無頓着さの裏には、この裸婦を際立たせる色彩 ように、案外と、八千代に対して熱く燃えるような感情が消えることなく持続していたのかもしれない。に対 岡田の名字を外すことは認めなかったという三郎助にあっては、別居という現実がことさら作品制作にまで影響を与え ようには思われない。一方、八千代にとっては、別居を区切りとする二人の関係は作品に深く影響を及ぼし、彼女の人生を左右するほどのも であった。ここ 時代 背景とした夫婦間の抑圧的な関係
挿図 （　岡田三郎助《後ろ向きの裸婦（赤絨毯の裸婦）》
（9（（ 年　
を読み取ることは可能であろうが、事実だけを見るならば、三郎助が亡くなる一週間ほど前に下渋谷伊達跡に戻ってきた八千代は、その地でその後の生涯を終えることになる。墓地は、 八千代の葬儀委員長を務め、 五十五年の間親交を深めた辻永
（一
八八四
︱
一
九七四）
の骨折りによって、三郎助と八千代は一基の墓石のもとに眠る
ことになる。そこには「岡田三郎助」の墓碑銘のすぐ傍らに「妻八千代共に眠る」の文字が刻まれていた。
註（
（）　
岡
田八千代「悲しいことゝ嬉しいこと」 『中央公論』第三十二年第三号、大正六
年三月、七十
︱
七十一頁。
（
（）　
岡田八千代『若き日の小山内薫』古今書院、昭和十五年七月、八頁。
（
（）　
同前、二十一頁。
（
（）　
同前、三十四頁。
（
（）　
小山内薫「千駄木の先生」
『三田文学』大正十一年八月号、一四四頁
（
（）　
岡田八千代『絵の具箱』序文、籾山書店、大正元年十二月 五頁。
（
（）　
中沢弘光「想ひ出づるまゝに」
『エッチング』第八十三号、 昭和十四年九月、 四頁。
（
（）　
吉
川豊子「岡田八千代」 『日本女性文学全集
　
第三巻』解説、菁柿堂、平成二十
三年一月。
（
9）　
同前、解説。
（
（0）　『日本近代文学大事典
　
第一巻』講談社、昭和五十二年十一月、二九四頁。
（
（（）　
前掲、
『絵の具箱』序文、一頁。
（
（（）　
Ｘ生『新らしき女』聚精堂、大正二年一月 六 六
︱
六十七頁。
（
（（）　
森田太三郎『名流漫画 明治四十五年七月 二
（
（（）　
岩
田藤七「八千代女史と九段中坂」 『文学散歩』十四号、昭和三十七年六月、三
十
︱
三十一頁。
（
（（）　
森まゆみ「大正快女伝」
『本の話』一一四号、平成十六年十一月、七十七頁。
（
（（）　
同前、七十七頁。
（
（（）　
岩田藤七 前掲、二十九頁。
（
（（）　
水上瀧太郎
「貝殻追放
　『八千代集』を読む」 『三田文学』大正七年五 一二三頁。
（
（9）　
圓地文子「岡田八千代女史のこと」 、前掲『文学散歩』 、二十一頁。
（
（0）　
岩田藤七、前掲、二十九頁。
（
（（）　
同前。
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（
（（）　
森田太三郎、前掲、一五〇頁。
（
（（）　
画見博士『作品が語る作家の悶』泰山房、大正七年十一月、二十七頁。
（
（（）　
岡田八千代「鷗外先生のお母様」
『文芸評論』昭和二十三年十二月、一一七頁。
（
（（）　「岡田八千代年譜」
、前掲『文学散歩』 、八十頁。
（
（（）　
野田宇太郎「閨秀作家の生涯」
、同前、一頁。
（
（（）　
長谷川春子「芹影女史」
、同前、二十七頁。
（
（（）　
大場白水郎「思ひ出づるまゝに」
、同前、五十頁。
（
（9）　
岡田八千代、前掲『絵の具箱』 、一
︱
五頁。
（
（0）　
古沢岩美『夢倉』三好企画、平成四年九月、一九七頁。
（
（（）　
井
上理恵「岡田八千代の著作年譜」 『吉備国際大学社会学部研究紀要』第十五号、
平成十七年、一五一
︱
一
六五頁。本著作年譜およびこの他に知り得た著作等にも該
当するものはないが、原稿からは掲載誌を前提とした推敲の跡が見られる。
（
（（）　
岡田八千代「私の肖像画の行方」
『日本経済新聞』昭和三十年五月二十九日。
（
（（）　
水上瀧太郎、前掲、一二三頁。
（
（（）　『明治文学全集
　
八二』塩田良平解題、筑摩書房、四二二頁。
（
（（）　
岡
田八千代「画家の妻が良人の職業に対する趣味」 『婦人世界』第四巻十二号、
明治四十二年十月、四十頁。
（
（（）　
岡田八千代「東郷ペン
その二」 『青鞜』第五巻第 号、 大正四年年五月 二〇六頁。
（
（（）　
森
口多里「岡 三郎助の藝術 展開」 『みづゑ』第四二五号、昭和十五年四月、
三九八頁。
（
（（）　
文
展開設当初からの裸体画問題は、大正時代に入ってからも繰り返し社会問題化
し、作品の展示公開に度々規制がかけられていた。岡田の裸婦像はそうした制約の中で、西洋の伝統的絵画との融和が図られることになる。
（
（9）　
岡田三郎助「人体美私観」 『美術新論』第二巻第十二号、昭和二年、四
︱
五頁
（
（0）　
東山千栄子「岡田八千代さんの思い出」 、前掲『文学散歩』 、五十七頁。
（
（（）　
三
郎助が八千代を描いた作品は本論で触れた二点のみと思われるが、第七回文展
出品の《凝視》のモデルも八千代ではないかとの指摘があ （児島薫、註
（（参
照） 。
しかしこれについては、 「画中の女（一）三郎助氏 凝視」 （ 『やまと新聞』大正二年十二月二十三日）の記事によって、モデルは八千代と懇意にしていた女優の酒井よね子である とが判明した。
（
（（）　
貝
田圭子「竹内栖鳳の人体表現
︱
東
本願寺御影堂門天井画を中心に」 『実践女子
大学美学美術史学』 七号、平成二十五年 月、一〇七頁。　
児
島薫「岡田三郎助と女性画家、および妻八千代との関わりについて」 『岡田三
郎助展』図録、佐賀県立美術館、平成二十六年、一六五
︱
一六六頁。
（
（（）　
岡田八千代
「黒き陰」 『早稲田文学』第七十四号、 明治四十五年、 二九〇
︱
二九三頁。
（
（（）　
岡
田八千代「画家の妻の観たるモデル女」 『婦人公論』第一巻第十号、一九一六
年十月、十七頁。
（
（（）　
和
田三造「当然の出来事
　
和田画伯語る」 『東京朝日新聞（夕刊） 』昭和九年十月
九日。
（
（（）　
岡田八千代「和田三造氏に与ふ〔三〕
」 『読売新聞（朝刊） 』昭和九年十一月三日。
（
（（）　「画伯の驚愕」
、前掲『東京朝日新聞（夕刊） 』 。
〔附記〕
本稿は、岡田三郎助差出の黒田清輝宛書簡の中、妻として代筆した八千代に注目し、画
家と文筆家という二人の関係を、それぞれの作品から見ようとしたものである。書簡翻刻と執筆の機会を与えていただいた東京文化財研究所田中淳氏をはじめ、研究会や編集においてお世話になりました研究所および関係の皆様に厚くお礼申し上げます。また、児島薫氏の八千代に関する御論考 前掲、註
（（）
には示唆を受けること多く、末筆ながらここに
記して深く感謝いたします。
（まつもと
　
せいいち・佐賀県立美術館副館長）
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